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研究成果の概要（和文）：日本の算数･数学の授業において、顕在化されない様々な要件を、(1)先行研究･実践
の分析･検討、過去の科研によるアメリカ訪問調査の成果、並びに本科研期間中に継続して進められた研究代表
者とアメリカの研究者とのインターネット会議の成果から探ること、(2)北海道・埼玉・東京の各地区において
研究グループを組織し、(1)で提示した案の妥当性、実践可能性を授業研究を通して検討することで、日本の算
数･数学の授業において、顕在化される要件、及び顕在化されていない（潜在化されている）要件を見出した。

研究成果の概要（英文）：Japanese mathematics lessons are highly appreciated in the world; 
especially, Lesson Studies have been introduced in many countries and it has given fruitful 
information about Japanese lessons. However, because of the difference of culture, some Key Points 
are not easy to be understood, and some of them are implicit. In this study, we focused on the 
implicit factors of math lessons in Japan by both of viewpoints from external and internal.
We examine some examples of fundamental aspects of Japanese mathematics teaching which are, at least
 partially, hidden and implicit. Some of them are: the ability to evaluate a high-quality lesson, 
the ability to craft a Lesson Plan, “Kyozaikenkyu” or material research.　Thinking about implicit 
abilities or aspects may help to make sense of these fundamental cultural aspects of Japanese 
mathematics education.

研究分野： 数学教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の算数･数学の授業は、授業の表向きの素晴らしさが主たる理由となり世界で高く評価されているが、
Lesson Study が世界に広まるにつれて、日本の授業の表向きの現象の背後にある「潜在化されたもの」の重要
性に、多くの研究者が気づき始めている。アメリカの授業にもまた「潜在化された」暗黙の前提がある。アメリ
カの研究者の視点と日本の研究者の視点とを比較検討することで、それぞれの国の研究者コミュニティーの中に
いては決して気づくことのできない「暗黙の前提」を見いだした上で、日本の授業の「卓越性」を客観的に論じ
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者（二宮）と分担者（相馬）協力者（國宗）は、平成 14 年度から 16 年度までの 3 

年間に渡り、日米文化教育交流会議の一環としての理数教育に関する日米比較研究プロジェク
トに携わり、当時のアメリカの先進的な数学教育について調査を行った。その後、基盤研究(B)
（平成 22－24 年度）「Math for Excellence を志向する数学科教員養成に関する比較研究」
（研究代表者:二宮裕之、研究分担者：國宗進･相馬一彦･他）において、引き続きアメリカでの
実態調査を行い、アメリカの数学教育における「よい授業」「望ましい授業」についての知見
を得ている。更に平成 25 年度からは、基盤研究(C)（平成 25－27 年度）「Math for Excellence 
を視点とする算数･数学科授業比較研究」（研究代表者:二宮裕之、研究分担者：國宗進･相馬一
彦）、並びに基盤研究(C)（平成 25－27 年度）「算数・数学科における問題解決の授業の具現
化に関する研究」（研究代表者:相馬一彦、研究分担者：國宗進･二宮裕之）において連携して
調査研究を進めた。 

二宮科研では主に日米の比較研究の視点から「日本の教師が持つ潜在的授業観・授業力」を
検討し、連携して研究を進めているアメリカの研究者の目からみた日本の「よい数学の授業」
を、教材研究、指導案検討、研究授業、授業検討会、といった一連の授業研究の流れを通して
分析した。実際にアメリカの研究者と教材研究･指導案検討の段階から授業づくりを行い、日本
とアメリカ双方の学校で、同じ内容を中学生に教える授業を行い、それらを日米双方の研究者
が参観することで、「よい数学の授業」の本質を探った。本研究代表者は、連携して研究を進
めているアメリカの研究者と週に一度の頻度でインターネットを介して研究打ち合わせを継続
して行った。  
一方、相馬科研では、「よい授業」の本質を『問題解決の授業』に見いだし、研究代表者･

分担者がそれぞれ勤務する大学を中心とした授業研究コミュニティーにおいて、それぞれの地
域の先生方の交流を通して「問題解決の授業」の質的向上を目指した。これまでに、北海道･
埼玉･静岡を会場として 20 回の研究授業を行い、そこには研究代表者･分担者、会場県の教員
の他に、他県の教員も参加し、異なる学校文化のもとで問題解決の授業の質的向上を目指す授
業研究会を行った。これらの授業研究会のうち 6 回は、アメリカの研究者並びに公立学校の教
員が授業を参観し、検討会の議論に参加した。 
尚、元々の申請時に分担者であった國宗進･静岡大学名誉教授は、静岡大学において科研資格

喪失者とされたため、書類上は本科研の分担者ではないが、実質的には分担者の一人として本
科研に参加したため、ここでは分担者に含めることとする。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の算数･数学教師が暗黙のうちに共有している「潜在的授業観」と、無

意識のうちに獲得している「潜在的授業力」の様相を明らかにすることである。この点を明ら
かにすることで、海外で注目を集めている日本の『授業研究』の本質に迫る議論を可能とする
ことが期待されるとともに、ベテランの教員による授業実践に関する蓄積を記述し、若い先生
方に適切に伝えていくことが可能となる。 
 日本の算数･数学の授業は、授業の表向きの素晴らしさが主たる理由となり世界で高く評価さ
れているが、Lesson Study が世界に広まるにつれて、日本の授業の表向きの現象の背後にあ
る「潜在化されたもの」の重要性に、多くの研究者が気づき始めている。アメリカの授業にも
また「潜在化された」暗黙の前提がある。アメリカの研究者の視点と日本の研究者の視点とを
比較検討することで、それぞれの国の研究者コミュニティーの中にいては決して気づくことの
できない「暗黙の前提」を見いだした上で、授業の「卓越性」を客観的に論じることが本研究
の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、主として以下の２つの方法により進められた。 
(1) 先行研究･実践の分析･検討、過去の科研によるアメリカ訪問調査の成果、並びに本科研期

間中に継続して進められた研究代表者とアメリカの研究者とのインターネット会議の成果
を踏まえ、日本の算数･数学の授業において、顕在化されない要件について、特に海外から
の視点をもとに探ること。 

(2) 北海道・埼玉・東京の各地区において研究グループ（各地区ごとに 3 名の現職教員からな
る）を組織し、(1)で提示した案の妥当性、実践可能性を、授業研究を通して検討すること。 

(1),(2)は独立して行うのではなく、互いに関連させながら進められた。(1),(2)の検討を踏まえ、
日本の算数･数学の授業において、顕在化される要件、及び顕在化されていない（潜在化してい
る）要件を見出した。 
 
４．研究成果 
平成 28 年度 
 平成 28 年度実施の「日米合同授業研究会」として、9 月 15 日に埼玉大学附属中学校におい
て研究授業を行なった。Brigham Young 大学大学院より、現職の高校教諭でもある Melville
教諭を招聘し、Melville 教諭自身が日本語で「統計」の授業を行なった。国内研究グループに
よる授業研究会は、埼玉・旭川・静岡(山梨)の 3 地区において、各 1 回ずつ開催した。埼玉に



おいては、上述の埼玉大附属中での授業研究会と、9 月 16 日に寄居町立寄居中において堀江教
諭・青木教諭の研究授業（文字式の利用、方程式の利用）を行なった。旭川においては、11 月
14 日に旭川市立光陽中の渡辺教諭による研究授業（平行と合同）、並びに旭川市立東陽中の角
地教諭による研究授業（反比例のグラフ）を行なった。また静岡(山梨)においては、1 月 11 日
に焼津市立大村中の福中教諭による研究授業（図形の計量）、1 月 12 日に甲府市立北中の望月
教諭による研究授業（図形の証明）を行なった。 
 これらの授業研究会は、日本の数学の授業において潜在化している「授業観・授業力」を顕
在化させることを目的とした。日米合同授業研究会では、日本の教材をアメリカの数学科教師
が教えることで、日米それぞれの視点から検討を進めた。また国内研究グループによる授業研
究会では、日本国内の異なる地域の数学科教師がそれぞれ授業をすることで、地域に固有な潜
在性を顕在化させることを試みた。これらの授業研究会での検討を通して、日本の数学の授業
において潜在的に存在している事柄として『教材研究』をキーワードとすることを見出すこと
ができた。 
尚、「教材研究」については、9 月に来日した Melville 教諭がアメリカの視点から、日本の

数学科教師が教材研究をどのように捉えているかについて調査を進めた。氏の調査結果は、
Brigham Young 大学大学院の学位論文として提出された。 

一方、日米の連携研究では、ユタ州 Brigham Young 大学の Corey 准教授を中心としたチー
ムとの、定期的な研究討議を進めた。平成 28 年度は Melville 教諭を日本に招聘し、特に『教
材研究』について日本の先生方へのインタビューを行うことで、日本の先生方が暗黙のうちに
捉えている「教材研究」の様相を探った。「教材研究」について厳密な定義は存在していない
が、インタビューの結果から、① 日々の授業を進める際に行う日常的な教材研究、② 研究授
業などの「イベント」的な授業を行なう際の準備としての教材研究、の 2 通りの捉えられ方が
なされていることが明らかになった。 
 Corey 准教授とはインターネットを介して定期的に研究協議を進めた。基盤研究(C)（平成
25－27 年度）「算数・数学科における問題解決の授業の具現化に関する研究」（研究代表者:
相馬一彦、研究分担者：國宗進･二宮裕之）の研究成果として明治図書から出版された『理論×
実践で追究する！ 数学の「よい授業」』をもとに、「よい授業」を視点として日米双方の視点
から、日米双方の数学の授業を分析した。 
 また、相馬科研での研究成果として出版された『理論×実践で追究する！ 数学の「よい授業」』
の英訳本を作成することを、平成 29 年度以降の研究の骨子の一つとした。アメリカ Brigham 
Young 大学日本語学科の Traci Andreason 講師を中心として、イギリス University of Exeter
数学教育講座の Taro Fujita 講師、スゥエーデン University of Gavle 数学教育講座の Yukiko 
Asami- Johansson 講師らに翻訳を依頼し、平成 28 年度中に既に一部はでき上がった。でき上
った英訳に対して、それを直訳から意訳、さらには日本の数学教育の背景を共有していない諸
外国の読者にも分かるような解説を付けた上で、日本の数学教育において「よい授業」とされ
るものの本質を示したい。 
 並行して、日米合同授業研究を進めることが、本科研におけるもう一つの柱である。平成 28
年度は、日本においてアメリカの教師が数学の授業を行ない、それを日本の研究者が分析した。
9 月 15 日に行われた日米合同授業研究では、日本の教材（文部科学省全国学力･学習状況調査、
授業アイデア例に記載されているもの）を使用して研究授業を行なうことで、日本の「よい授
業」に潜在化している様々な要因と、そのような授業を進めるための授業力の中で、特に潜在
化されたものを明らかにした。 
 
平成 29 年度 
 本研究の目的(1)「日米双方の研究者･実践者が日本の『よい数学の授業』を検討することで、
『日本の数学教育関係者にとって暗黙の前提となっている潜在的授業観・授業力』の顕在化を
試みること」に関しては、アメリカ･ユタ州の Corey 准教授と継続的に議論を進めた。Corey
准教授とは概ね週に 1 回のペースでインターネットを介して標記課題について検討を深め、そ
の成果を「学習指導案の歴史的変遷とその役割に関する研究-指導案作成における顕在的側面と
潜在的側面に着目して-」「Values of the Japanese Mathematics Teacher Community」と題
した論文にまとめた。前者は全国数学教育学会誌に掲載され、後者は Springer 社より出版さ
れた。特に後者については、日本の数学教師が持つ「価値観」のうち典型的なもの８つを取り
上げ、それが確実に日本の教師に特有のものであることを実証的に明らかにしている。また、
日本の算数･数学教師が持つ価値観について、教員コミュニティー形成の過程を事例として纏め
たものが、共著論文として、Springer 社より刊行された書籍『Mathematics Lesson Study 
Around the World』に掲載された。 
平成 28 年度に来日し、日米合同授業研究会の一環として日本の学校で授業を行った Melville

教諭（現 University of Delaware 博士課程大学院生）とも継続して連携を取り研究を進めた。
Melville 教諭は日本語に堪能であることから、日本の算数･数学教育研究サークルに、インター
ネットを介して参加してもらい、日米の授業の違いなどについて議論を深めた。 
 目的(2)「日本の研究者･実践者が協力し授業研究を進めることで、「よい数学の授業」の本
質を更に追究し、その外延と内包を明らかにすること」については、国内での授業研究会を引
き続き精力的に進めた。今年度は 11 月に旭川で、1 月に東京・埼玉で授業研究会が行われ、研



究代表者･分担者をはじめとして、研究協力者として埼玉・北海道・東京の現職教員が参加し、
検討会では活発な議論が展開した。 
 具体的には、11 月 8 日：旭川市立緑が丘中学校 1 年「平面図形」(那須はるか教諭)、旭川市
立神楽中学校 1 年「比例と反比例」(中本厚教諭)、1 月 15 日：東京学芸大学附属世田谷中学校 
3 年「三平方の定理の利用」(鈴木誠教諭)、世田谷区立用賀中学校 2 年「確率」(石綿健一郎教
諭)、1 月 16 日：東松山市立新宿小学校 6 年「割合」(稲葉昌弘教諭)、吉見町立西小学校 2 年
「かけ算」(小林徹校長)である。それぞれの授業研究会には、研究代表者･分担者をはじめ、協
力者として本科研に協力いただいている現職教員が参加した。授業後の検討会では「よい授業」
の要件として、①本時の目標は明確であったか、②問題と問題提示の仕方が工夫されていたか、
③児童･生徒の考えの取り上げ方は工夫されていたか、について活発な議論が行われた。 
 
平成 30 年度 
 本研究の目的(1)「日米双方の研究者･実践者が日本の『よい数学の授業』を検討することで、
『日本の数学教育関係者にとって暗黙の前提となっている潜在的授業観・授業力』の顕在化を
試みること」については、3 年間の研究期間を通じて Corey 准教授と、インターネットを介し
て概ね週 1 回のペースで議論を進めた。平成 30 年度は特に、先の科研プロジェクト（研究代
表者：相馬一彦,平成 25～27 年度基盤(C),課題番号 25350183）における主要研究成果物である
『理論×実践で追究する! 数学のよい授業(明治図書,2016)』の英訳作業において、さらに多く
の知見を得ることができた。尚、この書籍の英訳本は、日本の数学教師が授業実践において参
照する書籍の卓越した事例として、National Council of Teachers of Mathematics(全米数学教
師評議会)から出版されることが決まり、平成 30 年度は粗訳について不明な点などの洗い出し
を進めた。（令和元年 6 月現在、翻訳本作成の最後の詰めを進めている） 
本研究の目的(2)「日本の研究者･実践者が協力し授業研究を進めることで、「よい数学の授

業」の本質を更に追究し、その外延と内包を明らかにすること」については、国内での授業研
究会を引き続き精力的に進めた。今年度は 8 月に旭川で、1 月に東京で授業研究会が行われ、
研究代表者･分担者をはじめとして、研究協力者として埼玉・北海道・東京の現職教員が参加し、
検討会では活発な議論が展開した。具体的には、「二次方程式」「比例と反比例」「三角形と
四角形」の研究授業を行い、『よい授業』の外延の一端を明らかにした。特に、旭川での研究
授業では、2 名の異なる教員が同じ内容（二次方程式）での授業を行い、２つの授業を比較検
討することで、様々な知見を得ることができた。 
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